大学院教育改革支援プログラム「高度な言語運用能力に基づく地域研究者養成」
学術調査等学生派遣　　第三次募集要項
大学院教育改革支援プログラム「高度な言語運用能力に基づく地域研究者養成」では、本学後期課程在籍者の研究を推進するため、優れた研究プロジェクトに対して助成を行います。助成の対象となるのは、国外・国内で行う学術調査にかかる費用、あるいは研究発表を行うために国内・国外での学会に参加するための費用などです。
1． 補助金額
航空券、宿泊費（20泊まで）、現地での100kmを超える程度の鉄道移動費のそれぞれ実費を合計した額
2． 応募資格：本学後期課程在籍（休学中の学生を含むが、海外へ留学中の学生は対象外）

3． 締切：2007年12月25日（火）正午
4． 調査旅行実施期間の上限：1ヶ月までとします。

5． 提出書類
（A）学術調査の場合

(1) 学術調査計画書（別紙 1）※主任指導教員の書名・捺印必要
（B）学会発表の場合

(1) 学会派遣申請書（別紙 2）※主任指導教員の書名・捺印必要

(2) 学会プログラムのコピー

(3) 発表許諾書のコピー（主催者の手紙など、許諾書にかわるもの）

6． 義務：助成をうけた者は、以下の義務があります。

（1） 「本プログラム年次報告書」への研究報告書の執筆（400字×30枚程度）
（2） 本プログラムが支援する授業および研究会などでの研究発表

7． 選考方法：書類選考を行います。
※グローバルCOE「コーパスに基づく言語学教育研究拠点」による派遣の可能性を考慮して、本派遣プログラムでは言語研究系以外（文学・文化学を含む地域研究）の学生を優先します。

8． 提出先：プリントアウトしたものとデータを提出してください。
A) 指導教官の捺印がある計画書・学会派遣申請書：722号室・本プログラム仮事務室　
問い合わせ：TEL　042-330-5243　supportpg@tufs.ac.jp
B) 計画書・学会派遣申請書のデータファイル：

supportpg@tufs.ac.jp　およびtufsgp@tufs.ac.jp（「東京外国語大学教務課教育プロジェクト支援事務室」、tel 042-330-5154）の両方に送ること。
（別紙1）
学術調査計画書

	（フリガナ）

申請者名
	
	入学年度
	年度

	
	
	学年
	

	住所

メールアドレス

電話番号
	〒
自宅　　　　　　　　　携帯
	１ 休学中でない

２ 休学中

（ 　 年 　 月～）

	学籍番号
	
	


	研究題目
	

	主任指導教員
	 eq \o\ac(○,印)


学術調査計画：計2000字程度

(1) 学術調査の目的　(2) 学術調査の方法　(3) 学術調査の実施計画

（以下，各項目のスペース，ページ数を増減して記入すること。）

	(1) 学術調査の目的

(2) 学術調査の方法

(3) 学術調査の実施計画（実施機関、旅行および調査実施日程など）




（別紙2）

学会派遣申請書

	（フリガナ）

申請者名
	
	入学年度
	年度

	
	
	学年
	

	住所

メールアドレス

電話番号
	〒
自宅　　　　　　　　　携帯
	１ 休学中でない

２ 休学中

（ 　 年 　 月～）

	学籍番号
	
	


	研究題目
	

	主任指導教員
	 eq \o\ac(○,印)


学会発表等旅行計画
（以下，各項目のスペース，ページ数を増減して記入すること。）

	(1) 学会の概要

(2) 学会開催地

(3) 旅行日程
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